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3. R-DIG（水害図上訓練）の開催
R-DIG（水害図上訓練）を実施する上で、必要となる準備物、流れについて記載しました。

3.1 準備物

R-DIG（水害図上訓練）における準備物及び準備物チェックリストを以下に示します。

表 4 R-DIG（水害図上訓練）準備物一覧表

準備物 写真

①白地図

②透明シート

③布テープ

④油性ペン

⑤ティッシュペーパー

⑦大型付箋

（76mm×127mm 程度）

⑧想定シナリオ

①

事前チェック 最終チェック 項目 備考
□ □ 白図
□ □ 透明シート
□ □ 布テープ
□ □ 油性ペン
□ □ ティッシュペーパー
□ □ 大型付箋 76mm×127mm程度
□ □ 想定シナリオ 一式

※数量は全てグループ分必要

災害図上訓練＿準備物リスト
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3.2 R-DIG（水害図上訓練）の流れ

R-DIG（水害図上訓練）の流れについて、以下のフロー図に示します。

図 10 R-DIG（水害図上訓練）フロー図

（1）図上訓練準備

（2）水防用地図の作成

（3）避難時における課題と対応の検討

白地図に河川、

道路、水田等の
情報を掲載し、
水害図上訓練の
準備を行います。

避難時に重要と
なる箇所や危険と
なる箇所を参加者
同士で話し合いつ

つ、地図に書き込
み、水防用地図を
作成します。

避難時における
課題や課題に対す
る対応策について
参加者同士で議論

します。

（4）成果発表

各班で話し合っ
た課題や対応策を

発表し、全参加者

で共有します。

①

（1）図上訓練準備

（2）水防用地図の作成

（3）避難時における課題と対応の検討

白地図に河川、

道路、水田等の
情報を掲載し、
水害図上訓練の
準備を行います。

避難時に重要と
なる箇所や危険と
なる箇所を参加者
同士で話し合いつ

つ、地図に書き込
み、水防用地図を
作成します。

避難時における
課題や課題に対す
る対応策について
参加者同士で議論

します。

（4）成果発表

各班で話し合っ
た課題や対応策を

発表し、全参加者

で共有します。

①
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(1)図上訓練準備

水害図上訓練を実施する地区と地区を対象としている避難所が含まれる範囲の白地図に河

川、道路、水田等の情報を記載し、水害図上訓練の準備を行います。

(2)水防用地図の作成

どのようにすれば、安全に避難できるかを考え、避難所以外に避難所となりうる箇所や、水

が溜まりやすい箇所などを参加者同士で話し合いつつ、避難時の危険箇所また要援護者の家

等の避難時に重要となる箇所を地図に書き込みます。

(3)避難における課題と対応の検討

避難における課題等それに対する対応策の検討として、以下の 4つの項目について議論しま

す。

①避難勧告が発令されたとき、どのような行動をしますか。

②避難時に、何か必要なものはありますか。

③避難時の問題点は、ありますか。

④水害時の避難に向けて、日頃からできることはありますか。

(4)成果発表

各班で話し合った避難時の課題やそれに対する対応等を発表し、参加者全員で避難時の課題

やそれに対する対応を共有します。
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3.3 東近江市葛巻の事例紹介

出前講座実施後の取り組みにつなげた事例としては、馬淵小学校での取り組みや東近江市葛巻

で実施した R-DIG（水害図上訓練）等があります。馬淵小学校の事例に関しては紹介したので、

ここでは、東近江市葛巻の事例の取りまとめ内容を紹介します。東近江市葛巻の取り組みのよう

に、課題の抽出と地域で実施できる対応策を考えることが地域での水害の意識の高揚を図り、地

域防災力の向上のために重要となります。

東近江市葛巻の R-DIG（水害図上訓練）では、水害時への心構えや避難に対する新たな課題を

抽出することができました。また、「R-DIG 後にどう実践していくかが大切である」という意見

が出ており、さらに次への防災活動へつなげようとする防災意識の向上といった効果が確認でき

ます。
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4. 実施時の留意点

実施時の留意点として、出前講座の対象者別に、以下に関して把握しておく必要があります。

・ 場所

・ 時間

・ 実施形態

・ 流れ

・ 人数

できるだけ多くの住民の方に参加していただくために、身近な場所や適切な時間(防災訓練な

ど地域の行事後や主婦や高齢者は昼間、勤務されている方を対象とする場合は夜など、小学生に

対しては総合学習の時間)を検討する必要があります。

また、出前講座を受ける方々が強制的や義務と感じさせないための工夫が必要となります。ま

た、参加者に災害体験者を加え、災害体験を話していただくことで、被災時の具体的なイメージ

ができます。

さらに、出前講座の対象に応じて、人数が異なるため、対象人数を予め把握しておく必要があ

ります。



4
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表 5 出前講座実施時の留意点

対象者 場所 時間 実施形態 流れ 人数 備考

小学生 学校 日中(授業中) 総合学習などの時間

数回に分けて実施

川について知る(生物

など)

↓

防災について考える

30～40人 １クラス単位

中学生

高校生

住民 公民館

自治会館

集会所

防災訓練などの行事後の時間

帯(人が集まる時間帯)

防災訓練後は日中

(主婦・高齢者向けは昼間、勤

務者向けは夜など)

防災訓練後

土曜の夜など

防災訓練→出前講座

出前講座単体

50～200人

20～200人

防災訓練参加者である

ため、ある程度の人数

が予想される。

出前講座のためだけ

に、参加するため、最

低人数が防災訓練時よ

りも少なくなる可能性

がある。
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5. 実施後のフォローアップ

出前講座を実施して終わりではなく、出前講座をきっかけとして地域防災力を向上させるため

の具体的な検討や行動が始まることが重要であり、R-DIG（水害図上訓練）や避難訓練等につなげ

ていくことが必要です。つまり、出前講座を実施して、地域への働きかけは終わりではなく、そ

の後のフォローアップが重要です。本マニュアルの 1 章で示したリスクコミュニケーションの段

階において、図 11 のように出前講座のフォローアップとして、地域の避難計画を住民自ら考え

るなどの実際の行動に移していく支援を行政として実施していくことで、地域防災力の向上を図

ることが重要です。そのためには、出前講座の効果を把握して今後の取組へ生かしていくこと、

また、他地域においてより良い出前講座を実施するために、実施済みの出前講座から把握できた

留意事項を整理しておく必要があります。

図 11 リスクコミュニケーションの段階（出前講座実施後）

5.1 効果の把握

出前講座を実施することで、住民の防災意識を向上させることができたかという効果を把握す

る必要があります。西横関、小田町、上駒月、葛巻、弓削において実施済みの出前講座では、出

前講座の前後でアンケート調査を実施しました。このアンケートより、出前講座を実施すること

で防災意識が向上する効果が確認できました。また、自由記述項目を設けることで、課題の具体

的な内容を把握することができます。

フォローアップ

地
域
防
災
力
の
向
上

（４）解決・検討

（３）理解

（２）気づき

（１）リスクコミュニ
ケーションの開始

（５）行動

出前講座 水害図上訓練

避難訓練

解決方法
の検討

フォローアップ

地
域
防
災
力
の
向
上

（４）解決・検討

（３）理解

（２）気づき

（１）リスクコミュニ
ケーションの開始

（５）行動

出前講座 水害図上訓練

避難訓練

解決方法
の検討

（４）解決・検討

（３）理解

（２）気づき

（１）リスクコミュニ
ケーションの開始

（５）行動

出前講座 水害図上訓練

避難訓練

解決方法
の検討
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図 12 今後 10 年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(竜王町西横関)

図 13 今後 10年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(近江八幡市小田町)

図 14 今後 10 年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(日野町上駒月)

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事前調査)

あまり思わない
19%

そう思う
22%

どちらでもない
3%

少しそう思う
56%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事後調査)

そう思う
37%

少しそう思う
39%

どちらでもない
6%

あまり思わない
14%

思わない
4%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事前調査)

少しそう思う
35%

どちらでもない
11%

あまり思わない
26%

思わない
17%

そう思う
11%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事後調査)

そう思う

19%

少しそう思う
33%

どちらでもない
13%

あまり思わない
16%

思わない

19%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事前調査)

少しそう思う
33%

どちらでもない
17%

あまり思わない
30%

思わない
10%

そう思う
10%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事後調査)

そう思う
13%

少しそう思う
48%

どちらでもない
23%

あまり思わない
13%

思わない
3%
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図 15 今後 10 年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(東近江市葛巻)

図 16 今後 10 年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(竜王町弓削)

図 17 今後 10年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(近江八幡市下豊浦)

1.住んでいる地域が今後10年以内に水害（土砂災害）に遭うと思いますか。
（事前調査）

そう思う
15%

少しそう思う

49%

どちらでもない

15%

あまり思わない
18%

思わない
3%

1.住んでいる地域が今後10年以内に水害（土砂災害）に遭うと思いますか。
（事後調査）

そう思う
24%

少しそう思う
46%

どちらでもない

12%

あまり思わない

15%

思わない
3%

1.住んでいる地域が今後10年以内に水害（土砂災害）に遭うと思いますか。
（事前調査）

そう思う
23%

少しそう思う

35%

どちらでもない
10%

あまり思わない

17%

思わない
15%

1.住んでいる地域が今後10年以内に水害（土砂災害）に遭うと思いますか。
（事後調査）

そう思う
31%

少しそう思う

38%

どちらでもない

11%

あまり思わない
15%

思わない

5%

1.今のお住まいが10年以内に水害（土砂災害）被害を受けると思いますか。

（事前調査）

少しそう思う

25%

どちらでもない
4%

あまり思わない

43%

思わない
21%

そう思う
7%

1.今のお住まいが10年以内に水害（土砂災害）被害を受けると思いますか。
（事後調査）

少しそう思う
41%

どちらでもない
13%

あまり思わない
20%

思わない
13% そう思う

13%
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図 18 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(竜王町西横関)

図 19 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果

(近江八幡市小田町)

図 20 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(日野町上駒月)

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事前調査)

あまり思わない
6%

思わない
3%

どちらでもない
11%

少しそう思う
28%

そう思う
52%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事後調査)

思わない
4%

少しそう思う
14%

そう思う
82%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事後調査)

思わない
10%

そう思う
46%

あまり思わない
3%

どちらでもない
7%

少しそう思う
34%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事前調査)

あまり思わない
3%

思わない
18%

どちらでもない
9%

少しそう思う
24%

そう思う
46%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事前調査)

思わない

3%
あまり思わない

10%

どちらでもない
7%

少しそう思う

43%

そう思う

37%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事後調査)

そう思う

33%

どちらでもない

13%

少しそう思う

54%
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図 21 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(東近江市葛巻)

図 22 行政のみに災害対策には限界があると思うか出前講座前後での実施結果(竜王町弓削)

図 23 行政からの避難情報には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果

(近江八幡市下豊浦)

5.行政のみで水害（土砂災害）対策を実施するのは限界があると思いますか。
（事前調査）

そう思う

35%

少しそう思う

26%

あまり思わない
14%

どちらでもない
14%

思わない

11%

5.行政のみで水害（土砂災害）対策を実施するのは限界があると思いますか。
（事後調査）

そう思う
39%

少しそう思う

43%

あまり思わない

6%

どちらでもない

9%

思わない
3%

5.行政のみで水害（土砂災害）対策を実施するのは限界があると思いますか。
（事前調査）

そう思う

48%

少しそう思う

37%

あまり思わない
7%

どちらでもない

4%

思わない

4%

5.行政のみで水害（土砂災害）対策を実施するのは限界があると思いますか。

（事後調査）

そう思う

67%

少しそう思う

25%

あまり思わない

4%どちらでもない

4%

3.避難の必要性や行動のタイミングは行政からの情報のみに頼るのではなく、

自ら判断する必要があると思いますか。
（事前調査）

そう思う

71%

少しそう思う
25%

どちらでもない
4%

3.避難の必要性や行動のタイミングは行政からの情報のみに頼るのではなく、
自ら判断する必要があると思いますか。

（事後調査）

そう思う

80%

少しそう思う
16%

どちらでもない
4%



49

表 6 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(竜王町西横関)

今日の出前講座を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
これからもよろしくお願いします
自分の知らなかった事がよくわかりためになり良い知識が得られました。ありが
とうございました。
早朝よりご苦労様でございました。皆で知恵を出し合い、力を出し合いつつ、より
良い生活が出来たら良いかと思います。
おいそがしい所を来ていただきありがとうございました。これから参考にさせてい
ただきます。
とてもわかりやすくよかったと思います
地域での共助の部分の、はやい対応の必要性を強く感じました。人ごとではない
ということを痛感しました。
よく判りました。ありがとうございました。
とてもよかった
ありがとうございました。又、聞きたいと思います。
休みというのに熱心に説明いただきましてありがとうございました。人ごとのよう
に思っていました水害災害への意識が高まりました。善光寺川流域に住んでい
るので心配です。
とても良かった。県の方達も一生懸命頑張ってお勉強していらっしゃる事がわか
りました。今後ともいろいろ教えて下さい。ありがとうございました。
地元地域（西横関）の現状や身近な話で、良く理解でき、特に身近に感じて良
かった。
回数を多くする事
参加してよかった。
一回／年は継続的に実施してほしい。
面積図地域が入っており分かりやすかった
参加できてよかった
ありがとうございました
防災に対する関心が高まった。
地域の現場を見た中での水害のあり方の説明であったので、身近に感じながら
聞くことができた。

表 7 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(近江八幡市小田町)

今日の出前講座を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
非常に良いことであり、またお願いしたい。
今故の水害等について少しわかった。だが自然の力、計算以上の圧力がある
と思われる。我々ももっと普段から勉強しておかなければならない。
日野川水害マップの代表的な水害の記録にまちがいがある。
大変よかった
質疑応答の際まとまらないのできちんと一問一答にして頂きたいと思います。
質問内容と質問回答を画面にすぐ挙げていくようにすると良いと思います。各
地域で良い質問等もあると思いますのでその紹介もあればと思います。パ
ワーポイント資料も配布して下されば後戻り質問もないのでは…？
単純明快に
非常に良かった。もっと多くの市民にこの様な機会を作りたい。
若い世代への説明が必要
気候変動が予想できない時代に入り、ハードで守るには限界があり、地域（ソ
フト）の対応の重要性を学んだ。しかし後半の持論は少しピントがずれた。
今日のスライドの説明を聞き、もっとしっかり勉強したい。このような機会を毎
年やってほしい
マイクがないので質問応答も聞きとれない
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表 8 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(日野町上駒月)

今日の出前講座全体を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
今後も学んでいきたいと思います。
災害は忘れた頃にとはよくいったもので、日頃の訓練を何年かに一度してお
かないといけないと思った。
前回の講座の時よりは具体的なデーターに基づいての説明だったので、大変
わかりやすくて、よかったです。
家の裏が指定されているので参加してよかったと思う。
たいへんよくわかりました
時間も内容もよくわかりちょうど良く、わかりやすかった。
理解しやすかった

表 9 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(東近江市葛巻)

今日の出前講座全体を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
かずらまきは水びたしになるのかな？

いろんなことを聞かせていただき当時の事を思いだしながら勉強させ
ていただきました。ありがとうございます。

被害が出ない様に対策してほしい。
今後の参考にするのによかった。
時間不足で残念。
今後もこのような講座を続けてほしい。
水害の経験がないので実感がわかないが水のおそろしさが少しわ
かったように思います。
シュミレーションがよくわかった。
説明のポイントが分からない。ハードかソフトか？
洪水予測は何のために、どう利用するのか？
説明しただけでは、次につながらない。
水害について、葛巻を取り上げていただいたこと大変うれしいと思い
地域の状況を事前にくわしく調査してほしい。
出前講座を通じて、住民で水害に対する意識を高めることが出来れ
ば、良いと思う。
日野川河川改修工事を推進して下さい。
もっと今にも子供など被害を受けていな人の理解が必要である。
参加する前より意識が変わった。
昔の事を知ることができて、勉強になった。
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表 10 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(竜王町弓削)

表 11 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(近江八幡市下豊浦)

今日の出前講座全体を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
今後も継続（定期的に）あれば良いと思う。
知らなかった。事例がけっこうあったので、ためになりました。
良かったと思います。
ビデオで詳しく説明があってよかった。
良い勉強になりました。
弓削の過去の写真や年長の方の話を聞かせていただき、弓削に住
ませていただいていて、水害の危機感を持ちました。
絵やスライドが多いとよくわかると思います。
水害に対してよく分かりました。
いつかは水害に出会うので対策を考えておこう。
弓削の避難するタンミングは、いつなのかどれぐらいの量また田んぼ
や川がどうなった時なのか。
私は水害に何回もあうた経験をしたのですがまったく説明された通り
です。水のこわさが身にしみます。
大変よかった。
ご苦労さまです。

今日の出前講座全体を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
今後も続けてください。
よかったです。
予防対策として大変よかった。約束の時間はきちんと守ってくださ
い。
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5.2 出前講座を通じて明らかになった留意点

5.2.1 竜王町西横関での実施例に基づいた留意点

西横関では防災訓練(避難訓練)後に出前講座を実施したため、住民が防災・避難に対して意

識を持った状態で出前講座を行うことができました。そのため、訓練の際にどのように避難し

たか、注意した点など避難訓練の内容も含め、出前講座を実施し、実際にイメージしやすい内

容とすることで、出前講座の効果を向上させることが望まれます。

5.2.2 近江八幡市小田町での実施例に基づいた留意点

小田町では、住民の方に土曜日の夜に集会所に集まっていただき、出前講座を実施しました。

西横関の事例とは違い、集まっていきなり出前講座が始まるので、導入部分で防災に関して興

味を持っていただき、意識をしていただく必要があります。例えば、洪水が自分が住む地区、

家で発生した場合、不安なことなどを考えていただきます。出前講座前のアンケート項目に入

れておき、意識していただくことも一つの手段だと考えられます。また、スライドの中身につ

いても、興味を持っていただくには、全国や滋賀県など広い範囲の課題ではなく、出前講座実

施地区における課題に重点を置く必要があります。

5.2.3 日野町上駒月での実施例に基づいた留意点

上駒月では出前講座を以前に実施しているため、他地区と比べて防災意識が高いと考えられ

ます。アンケートの自由記述においても具体的に知りたいなどの内容が多い結果となりました。

そのため、出前講座などにより、防災意識がある程度備わっている地区に対しては、具体的な

内容を詰めていく内容、例えば R-DIG（水害図上訓練）などを同時に実施していく必要があり

ます。

5.2.4 東近江市葛巻での実施例に基づいた留意点

葛巻では、住民の方に日曜日の夜に集まっていただき、出前講座を実施しました。葛巻周辺

の浸水状況の時系列変化や立体画像を用いたシミュレーションといった視覚的にイメージし

やすい内容を見ていただくことで、アンケート結果でも「勉強になった」、「水害に対する意

識が変わった」といった意見が得られました。そのため、今後の出前講座においても視覚的に

理解しやすい資料を用いることで、住民の方々の水害に対する意識が高揚すると考えられます。

5.2.5 竜王町弓削での実施例に基づいた留意点

弓削では、３名の方に水害体験談をお話いただきました。実際に水害を経験した方からのお

話を聞くことで、住民の方に水害を身近に感じていただくようになりました。また、家屋流出

のシミュレーション結果を行うことで、水害の怖さを知った等の意見が多い結果となりました。

そのため、今後の出前講座においては、実際の水害体験者の方にお話していただくなど水害を

身近に感じる工夫が必要であります。
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5.2.6 近江八幡市下豊浦での実施例に基づいた留意点

下豊浦では、平日の昼に出前講座を実施しました。開催時間が昼であったため参加者の年齢

が 60代、70代に偏っていました。水害に対する意識の高揚を目的として、水害に関する知恵

や文化を伝承するためには、若い年代の方の参加が必要です。そのため、今後の出前講座は開

催日や開催時間も考慮する必要があると考えられます。


